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平成27年1月28日（水）　　　　　司会：小林　葉子　　記録：會津　慧実

	小笠原
	東
	矢幅
	小嶋
	金田
	菅原
	小林
	戸賀沢
	服部
	櫻田
	慶長

	業務
	公休
	業務
	業務
	業務
	業務
	○
	業務
	欠勤
	○
	○

	三浦

(綾)
	松橋
	川井
	佐々木
	油津
	會津
	小屋敷
	生駒
	小坂
	
	

	○
	業務
	業務
	欠勤
	○
	○
	業務
	○
	○
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・インフルエンザについて、引き続き感染予防対策を徹底して行うこと。
・2/2～2/4昇格試験があるため、受験する方は各自勉強しておくこと。

・2/2・2/3各種会議はなし。

・2/4青陽館の施設巡視予定。日頃より整理整頓し業務にあたること。
・1/30までに身だしなみチェック表の自己評価を記載し、小林SGMへ提出すること。

＜利用者情報＞

・野月　利章　様～熱、咳、鼻水の症状があるとの訴えはあるが、熱は36.2℃で血圧正常、咳や鼻水も見られていない。本人の話を傾聴することで心気的症状の訴えは和らいでいる。1/26（月）に内科受診し、検査の結果インフルエンザ陰性であったとのこと。今後も本人の訴えを傾聴し、それと共に身体症状を確認していく。

・奥山　以依子様～昼食後、熱が36.9℃であり、すぐに再検すると36.3℃となっている。体調を確認すると「1週間頭の所々が痛い」との訴えが聞かれている。平熱が36.5℃前後であり、風邪以外での体温上昇の可能性も考慮しつつ、今後も体調について観察していく。

＜外来情報＞
・中村　鶴子　様～「最近忙しくて日中眠い、眠る時間がない」と話している。医師より、訪問看護「五福」に、本人と共に1日のスケジュールを確認していくよう指示している。

・平　　京子　様～しもやけの薬がなくなるため、境皮膚科受診している。ウリモックスクリーム1本処方となっている。
・倉橋　生子　様～鼻水・咽頭痛があるため、PL顆粒7日分処方されている。
・磯島　貴広　様～血糖値の検査の結果、前回は血糖153mg/dl、HbA1C　9.5％であり、今回は血糖195、HbA1C　9.8％となっており悪化傾向である。そのため、ボグリボース（0.2）3T　3×毎食食前　処方となっている。血糖値・体重管理をきちんと行うことが出来れば1人暮らしを検討していくと医師より説明あり。

・我満　奈津紀様～気分の落ち込みを訴え、本日急遽外来受診している。受診時、考え込んで「疲れて泣きたい、消えてしまいたい」と話している。セディール（10）2T（就床前薬）17日分処方となっている。また、一昨日からお腹が張っているとのことでセンナリド1T（就床前薬）17日分処方となっている。定期処方も本日行っているため、今週土曜日の定期受診はなし。
＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　吉田　富秋　様）

実施日：H27年1月28日（水）13：30～14：00

担当チーム：櫻田、服部、松橋

参加者：櫻田、三浦、慶長、小林、會津、油津、生駒、小坂（青風荘）

検討内容　目標計画の見直し、本人から希望があった仕事をする事について

	氏名
	吉田富秋
	性別
	男
	年齢
	61
	生年月日
	昭和28年3月28日

	主病名
	アルコール性認知症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	1.基本的生活習慣の習得

2.身体機能の維持・向上

3.対人関係の改善

4.作業能力・持続性の向上

5.病識を身に付ける

6.社会資源の利用

	本人希望
	現在の青風荘の生活を継続していきたい。

金銭的なゆとりが欲しい（お小遣いをアップして欲しい）

千葉の兄の所にいって、仕事をしたい。（H26年12月より訴える）

	家族希望
	現在の生活を続けて欲しい

	入院歴
	計　4回（最終：H16年4月13日　～Ｈ22.3.23　　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成22年3月25日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成
　　　　　　　　　　　保護者：清助



他（自立支援サービス、生活保護受給）

	利用制度
	精神障害者福祉手帳1級
	


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	周囲との調和を保ちながら、安定した生活をする。
	①思いを溜め込まずに自分の思っている事を言葉で表現できるようになる。


	①イライラした時にはスタッフに相談する。


	①イライラした時にはスタッフに相談をして、アドバイスを受ける。イライラした様子が見られた時はスタッフから声を掛けて確認し、対処方をアドバイスする。

	
	②他者とトラブルを起こさないようにする。
	②トラブルの原因となる行動をしない。（物のやり取り、イライラを他者にぶつける）
	②他者と物のやり取りをしない。また、イライラを他者にぶつけない。物のやり取りや他者にイライラをぶつけている時にはスタッフから声掛けをして振り返る。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①イライラした時にはスタッフに相談する。


	・本人からイライラの訴えは聞かれないが、スタッフが確認すると特定メンバーに対しての不満を話される事がある。（声がうるさい、話し掛けが多い）

・イライラした時は距離を置くようにアドバイスすると、実行する事が出来ている。

・青風荘では、食事の準備をするときのメンバーの組み合わせについて、「この人と一緒じゃ進まない」等、不満・イライラの訴えは聞かれている。
	現在、自分からイライラを訴える事が出来ず、思いを溜め込んでしまう可能性がある為、スタッフから本人の思いを引き出していく必要がある。計画継続。

	②トラブルの原因となる行動をしない。（物のやり取り、イライラを他者にぶつける）
	・青風荘では、以前、本人が床を拭いており他者が間違って落とした物がぶつかり胸倉を掴んで怒ることがあった。

・また、小遣いが少ないことで怒り、青風荘のカウンターを乗り越えてくることがあった。その際は、理由を傾聴し、小遣いを増やせるよう医師に相談すると伝えると落ち着いている。

・デイナイトケアでは他者に対して粗暴的となることはない。

・他者にお菓子を振る舞い、注意を受けるものの注意された事を忘れ繰り返してしまう。
	・現在トラブルは見られないが、イライラを傾聴していくことで衝動的に行動を防ぐ。

・お菓子のやり取りに関して注意を受けるも繰り返してしまう為、何度も声掛けを行っていき、意識付けできるように支援していく必要がある。

	就労希望について
	・1月、千葉の兄の所にいって、仕事をしたいと話している。兄との関係性は不良で、「関わりたくない」と兄は話している。本人からは、千葉の兄には電話していない。

・就労したい動機を聞くと「ここにずっといるよりも何かしたい」と話している。担当医には「借金が何千万もあるんだ」と話しているが、実際は借金はない。借金はないことを説明しても、考えが固執し、理解出来ない様子。

・担当医からは、仕事は急には無理であることを説明されている。そのことに対して、本人は受け入れず自分の考えを変える事が出来ない。

・自分では仕事が出来ると自信がある様子だが、実際は作業の雑さ（食器の洗い残し等）、金銭に関連した作話、衝動的行動があるため就労は難しい。

・以前、心理検査を行った結果、認知症ではなかった。記憶力には問題がある様子。

・本人への説明の仕方は、端的すぎても軽く受け流してしまい、くどすぎると怒ってしまうため、適度に分かりやすく行う必要がある。
	心理検査実施した上で、現在の本人の状態を担当医に情報提供。

本人が就労に向けて必要であること（作業能力・衝動性を抑える）を振り返り、自分の能力に見合った就労形態を検討していけるようにする。




【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	周囲との調和を保ちながら、安定した生活をする。
	①思いを溜め込まずに自分の思っている事を言葉で表現できるようになる。


	①イライラした時にはスタッフに相談する。


	①イライラした時にはスタッフに相談をして、アドバイスを受ける。イライラした様子が見られた時はスタッフから声を掛けて確認し、対処方をアドバイスする。

	
	②他者とトラブルを起こさないようにする。
	②イライラを他者にぶつけない。物のやり取りをしない。
	②イライラを他者にぶつけない。物のやり取りをしない。他者に粗暴的となることがあった時は、就労に向けて自制しなくてはならないことと振り返る。物のやり取り時にはスタッフから声掛けをして振り返る。








